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M45a ALPACA 実験 10: 太陽からのコロナ質量放出に伴うALPAQUITA アレイで観
測される宇宙線頻度変化の測定限界の評価
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11 年周期の太陽活動は 2024 年に太陽周期 25 の極大期に近づいており、地球に向かう大規模なコロナ質量放出
（CME）が多数発生している。ボリビアのアンデス高原 (標高 4,740 m)に設置された宇宙線観測装置ALPAQUITA
アレイ (1 m2 のプラスチックシンチレーション検出器 97 台を 15m 間隔に総面積約 18,000 m2 に配置) は、この
CME に起因する宇宙線強度の変化を高い統計量で検出することが可能である。本講演では、強度変化の測定限
界を支配する観測装置の系統誤差の評価を試みる。


